


目　　　次

センター長ご挨拶  …………………………………………………………………………………………… １

Ⅰ　地域連携センターの概要  ……………………………………………………………………………… ２

　１．設立の趣旨  …………………………………………………………………………………………… ２

　２．概　　　要  …………………………………………………………………………………………… ２

　３．組　　　織  …………………………………………………………………………………………… ２

　４．ノートルダム清心女子大学地域連携センター規則………………………………………………… ３

Ⅱ　実績報告  ………………………………………………………………………………………………… ４

　１．地域との連携協力の締結  …………………………………………………………………………… ４

　２．連携協力締結後の実績  ……………………………………………………………………………… ４

　　　１）岡山市教育委員会との実績  …………………………………………………………………… ４

　　　２）早島町との実績  ………………………………………………………………………………… ５

　　　３）山陽新聞社との実績  …………………………………………………………………………… ６

　　　４）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との実績  …………………………… ６

Ⅲ　資　　料

　１．岡山市教育委員会との連携協力  …………………………………………………………………… ７

　２．早島町との包括的連携協力  ………………………………………………………………………… ８

　３．山陽新聞社との包括的連携協力  …………………………………………………………………… 15

　４．こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との包括的連携協力  …………………… 16





― 1 ―

センター長ご挨拶

地域連携センター長　菊永　茂司

　ノートルダム清心女子大学の起源は、今から 130 年前の 1886 年にフランス系の幼きイエズス会によっ

て創設された「私立岡山女学校」に遡ります。そして、現在の「ノートルダム清心学園」は、1924 年

にアメリカ合衆国マサチューセッツ州から岡山へ派遣されたナミュール・ノートルダム修道女会のシ

スターが幼きイエズス会から学校の運営を引き継いだことに始まり、現在に至っています。

　この 130 年間、岡山の地で、キリスト教精神に基づく一貫した女子教育が行われています。この

中でノートルダム清心女子大学は、地域に根差し、地域に支えられながら発展しています。これま

でに蓄積された知的財産を地域の発展と生涯学習のために還元することは本学の使命の一つとなっ

ています。

　この一環として、公開講座として、二十数年間にわたって、女性ライフ講座と聖書に関する講座を

開講してきました。また、教職員の個々が地域の求めに応じた連携活動を実施してきました。これら

を大学として、地域と幅広く、積極的に、より密度高く連携活動を行うことになり、2013 年に「生涯

学習センター（清心フェリーチェ）」が開設され、現在、特別講演、聖書講座、文化講座、実技講座、

リカレント講座、キャリア養成講座の６カテゴリーにおいて 26 の講座が開講されています。また、こ

の翌年の 2014 年に「ノートルダム清心女子大学地域連携センター（地域連携センター）」が設立され

ました。この目的は、センター規則第３条に記されているように、地域貢献を総合的に行うとともに、

社会人の学び直し、生涯学習講座の活性化に資することにあります。

　「地域連携センター」は、設立初年度に連携包括協定を、岡山市教育委員会、早島町、山陽新聞社、

こくさいこどもフォーラム岡山とそれぞれ締結し、連携協力を実施しました。岡山市教育委員会との

関係では、岡山市が開催した ESD サイドイベント講師やユネスコ世界大会 student（高校生）フォー

ラムの運営、岡山市立岡山中央中学校への英語補助授業へ学生の派遣を行いました。また、早島町と

の関係では、早島小学校生の宿泊研修や教育現場、土曜はやしま塾、外国語活動等にボランティアと

して学生を派遣しました。山陽新聞社との関係では、講座講師を招聘して清心フェリーチェの就活力

養成講座で講演をいただきました。そして、こくさいこどもフォーラム岡山との関係では、国際塾の

講座へ学生ボランティアを派遣し、また国際塾の卒塾式は本学ヨゼフホールの教室やラウンジで開催

されました。

　このように、地域連携センターを介した地域との連携協力は、円滑にスタートし、順調に進行して

います。このような連携協力がさらに活発となり、地域と本学との協力関係が多方面へと進展するこ

とを願っています。
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Ⅰ．地域連携センターの概要

1．設立の趣旨
　地域連携センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、
ＮＰＯ法人等と連携し、産学連携、地域活性化のためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献活動
を総合的に行うとともに、社会人の学び直し、生涯学習講座の活性化に資することを目的としている。

２．概　　　要
　名　　称：ノートルダム清心女子大学地域連携センター
　開 設 日：2014 年 4 月 1 日
　スタッフ：地域連携センター長　　　　　菊永　茂司
　　　　　　地域連携センター事務職員　　安東みさを

３．組　　　織
　組　　織：ノートルダム清心女子大学運営組織（2014（平成 26）年 7 月 24 日現在）

地域連携センター
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４．ノートルダム清心女子大学地域連携センター規則

　（目的）
第 １条　この規則は、ノートルダム清心女子大学学則第 5 条の 4 に基づき、ノートルダム清心女子大

学地域連携センター（以下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定める。
　（設置）
第 ２条　ノートルダム清心女子大学（以下「本学」という。）に、センターを置く。
２　センターの英語名を NDSU  Community Center とする。
　（設置の目的）
第３条　センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、

NPO 法人等と連携し、産学連携、地域活性化のためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献を総
合的に行うとともに、社会人の学び直し、生涯学習講座の活性化に資することを目的とする。

　（事業）
第４条　センターは、前条の目的を実現するため、次の各号の事業を行う。
　一　産官学連携のための支援活動
　二　生涯学習センターとの連携に関する情報提供
　三　その他、前条の目的を実現するために適当と認められる事業
　（構成）
第５条　センターは、次の委員でもって構成する。
　一　学長
　二　学長補佐
　三　大学院研究科長
　四　学部長
　五　学科長
　六　学務部長
　七　その他、学長が必要と認めた者
　（センター長）
第６条　センターに、地域連携センター長（以下「センター長」という。）を置く。
２　センター長は、本学学長が委嘱する。
３　センター長は、センターを代表し、これを統括する。
　（事務）
第７条　センターの事務は、生涯学習センター事務室において行う。
　（経費）
第８条　センターに係る諸経費は本学の予算から支弁する。
　（その他）
第９条　この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し、必要な事項は別に定める。
　（改正）
第 10 条　この規則の改正は、評議会の承認を得なければならない。

　　附　則
　この規則は、2014 年４月１日から施行する。
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Ⅱ　実績報告

１．地域との連携協力の締結

　　　・2014（平成 26）年 6 月 1 日
　　　　　ノートルダム清心女子大学と岡山市教育委員会との連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 8 日
　　　　　早島町とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　株式会社山陽新聞社とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　 こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）とノートルダム清心女子大学との包括

的連携協力に関する協定を締結

２．連携協力締結後の実績

　１）岡山市教育委員会との実績

年　月　日 内　容

2014（平成26）年6月1日 岡山市教育委員会との連携協力に関する協定を締結　

2014（平成26）年9月29日 岡山市教育委員からＥＳＤサイドイベント当日（11 月 7 日）にかかる
講師派遣依頼

2014（平成26）年10月14日 ＥＳＤサイドイベント講師（学生 10 名）派遣回答
派遣学生：（英語英文学科 4 年　7 名）
　　　　　 秋田佳世乃、有本友紀、太田貴子、川村彩加、西本結衣、藤

本聖子、堀角真里子
　　　　　（英語英文学科 3 年　3 名）
　　　　　 赤木咲良、岡野友芽、新谷那津美

2014（平成26）年10月26日
（14：45 ～ 15：15）

ＥＳＤサイドイベント事前打ち合わせ研修会開催
開催場所：ノートルダム清心女子大学　ロゴス　7−2 セミ

2014（平成26）年11月7日
（9：00 ～ 17：00）

ＥＳＤサイドイベントに学生 10 名を派遣
業務場所：岡山コンベンションセンター
業務内容： 児童生徒がパネル前において英語で説明する際の英語でのコ

ミュニケーションの取り方の指導・支援
派遣学生：英語英文学科 4 年 7 名、同学科 3 年 3 名（上記学生）

2014（平成26）年10月22日 岡山市ＥＳＤ世界会議推進局からユネスコスクール世界大会 Student
（高校生）フォーラム学生派遣依頼

2014（平成26）年11月5日～
　　　　　 11月7日

（7：30 ～ 20：00）

ユネスコスクール世界大会 Student（高校生）フォーラムへ学生 6 名を派遣
業務場所：ホテルグランヴィア他
業務内容： 会場準備、受付補助、分科会・全体会運営補助、交流会補助、
　　　　　参加者移動補助
派遣学生：（英語英文学科 4 年 4 名）
　　　　　有安桃子、浅井　萌、日岡円香、横田博子
派遣学生：（英語英文学科 3 年 2 名）
　　　　　黒住綾乃、西咲子
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2014（平成26）年12月18日 岡山市立岡山中央中学校長から授業補助のための学校支援依頼

2015（平成27）年1月19日～
　　　　　 3月 6 日

派遣学生： 教員採用試験合格者 4 名と教員採用試験 1 次合格者 1 名の計
5 名

（英語英文学科 4 年 5 名）
　浅井　萌（2/13、2/26）、有本友希（1/19、1/26、2/2、2/23、2/25）
　 川村彩加（1/22、1/26、2/2、2/18、2/23）、西本結衣（1/23、1/30、

2/2、2/20、2/27）、藤本聖子（1/19、1/29、2/5、2/12、2/16）
業務内容：英語授業のサポート
※ 派遣開始にあたり本学英語英文学科教授が同行し、職員会議・1 年生

学年集会での学生紹介及び担当学生の確認と事前打ち合わせを実施

　２）早島町との実績

年　月　日 内　容

2014（平成26）年8月8日 早島町との包括的連携協力に関する協定を締結

2014（平成26）年9月3日 早島町教育委員会から国立吉備少年自然の家での宿泊研修ボランティア派
遣依頼

2014（平成26）年10月6日～
　　　　　　　10月9日

早島小学校 5 年生の吉備少年自然の家での宿泊研修ボランティアとし
て児童学科の学生 5 名が参加
　派遣学生：児童学科 4 年：石橋宏美、土屋美保子、山本朋妙
　　　　　　児童学科 3 年：藤原加奈子、守屋早友里

2014（平成26）年12月2日～
2015（平成27）年1月27日

早島小学校で、教育現場でのボランティア活動を実施
　活動内容：授業補助
　参加学生：児童学科 3 年　藤原加奈子、守屋早友里
　実 施 日：12 月 2 日、12 月 9 日、1 月 13 日、1 月 20 日、１月 27 日

2014（平成26）年12月27日 早島町教育委員会と①「土曜はやしま塾」②「外国語活動ボランティ
ア講師（学生）派遣について協議
　① 「土曜はやしま塾」については、２月の土曜日から学生を 2 ～４名ずつ

派遣
　② 「外国語活動ボランティア講師」については、3 年生クラスへの派

遣が 3 月 18 日（水）、４年生クラスへの派遣が 3 月 17 日（火）と決定。
英語を通じて児童のコミュニケーション力を深め、英語への興味
や関心を高める活動への補助を行うこととなる。

　（3 月 17 日・3 月 18 日派遣学生）
　　 英語英文学科３年：赤木咲良、岡野友芽、加藤三奈、三宅早紀
　　児童学科３年：井上カンナ、岡崎万知、小野涼香、山中美喜

2015（平成27）年1月 7 日・
　　　　　　　1月16日・
　　　　　　　2月 9 日

学生派遣に際し、2015 年 1 月 7 日・1 月16 日・2 月 9 日の 3 回にわたり
事前協議を行う。

2015（平成27）年2月23日 早島町教育委員会コーディネータ及び担当者と本学文学部英語英文学
科の伊藤豊美教授と人間生活学部児童学科の福原史子准教授及び参加
学生（英語英文学科 3 年 4 名、児童学科 3 年 4 名）を交えての事前説
明会を開催
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2015（平成27）年2月 7 日～
　　　　　　　3月14日

（10：00～11：30）

小学生及び中学生を対象とした補充学習を行う「土曜はやしま塾」に
ボランティア学生を派遣
　（派遣学生）
　　2 月 7 日（土）：山本華奈、岡崎万知、井上カンナ、真部香苗恵
　　　　　　　　　（児童学科 3 年 4 名）
　　2 月 14 日（土）：山本華奈（児童学科 3 年 1 名）
　　2 月 21 日（土）：山本華奈、高橋ちひろ、中井　楓
　　　　　　　　　（児童学科 3 年 3 名）
　　2 月 23 日（土）： 野口かなえ、久山杏奈、真部香恵、桝平真奈、
　　　　　　　　　 中井　楓、中原さくら子（児童学科 3 年 6 名）
　　3 月 7 日（土）：岡崎万知、横山真由子、桝平真奈、野口かなえ、
　　　　　　　　　 久山杏奈（児童学科 3 年 5 名）
　　3 月 14 日（土）：中井　楓（児童学科 3 年 1 名）

2015（平成27）年3月17日・
　　　　　　　3月18日

早島町外国語活動ボランティア講師として学生 8 名を派遣
　3 月 17 日・3 月 18 日

（派遣学生）
　赤木咲良、岡野友芽、加藤三奈、三宅早紀（英語英文学科 3 年 4 名）
　井上カンナ、岡崎万知、小野涼香、山中美喜（児童学科 3 年 4 名）

　３）山陽新聞社との実績
年　月　日 内　容

2014（平成26）年8月25日 株式会社山陽新聞社との包括的連携協力に関する協定を締結

2014（平成26）年6月18日
（14：45 ～ 16：15）

2014 年度「清心フェリーチェ　キャリア養成講座」の「就活力養成講座」の 
「一歩踏み出す就活ナビ！ 採用現場から見た就職活動 ～トレーニング編
～」の講師として、山陽新聞社  常務取締役　倉敷本社代表　土佐直樹氏
を招聘
演　　題：「企業の求める人材について」
開催場所：ヨゼフA 棟　２階　1202JA

　４）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との実績
年　月　日 内　容

2014（平成26）年8月25日 本学とこくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）と包括的連
携協力に関する協定を締結

2014（平成26）年11月9日 第 11 期（2014 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
国際塾卒塾式を本学ヨゼフホールラウンジにて開催 
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Ⅲ　資　　料
１．岡山市教育委員会との連携協力

〈2014 年（平成 26 年）5 月 28 日　水曜日　山陽新聞掲載〉

〈2014 年（平成 26 年）6 月1日　岡山市教育委員会との連携協力に関する協定書〉
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２．早島町との包括的連携協力

〈2014 年（平成 26 年）8 月 9 日　土曜日　山陽新聞掲載〉

〈早島町との包括的連携協力に関する協定書〉

〈2014 年（平成 26 年）8 月 8 日　早島町との協定調印式〉
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３．山陽新聞社との包括的連携協力

〈2014年（平成26年）8月25日  月曜日　山陽新聞掲載（夕刊）〉 〈2014 年（平成 26 年）8 月 26 日　火曜日　山陽新聞掲載〉

〈山陽新聞社との包括的連携協力に関する協定書〉

〈2014 年（平成 26 年）8 月 25 日　山陽新聞社との協定調印式〉
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４．こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との包括的連携協力

〈2014 年（平成 26 年）8 月 25 日　こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との協定調印式〉

〈こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との包括的連携協力に関する協定書〉
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